


































































































発された The Lifestyle Satisfaction Scale(LSS)の尺度








































































































































































































































































































































































































今の場所に住んで満足 2.83 2.80 48.398 .222
住むのにもっと良い場所はない 1.75 1.97 50.136 -1.053
今の場所に住むのが良い 2.16 2.47 49.383 -.272
食事がおいしい 2.79 2.86 42.941 -.479
もっと食事がおいしい場所はない 1.95 2.02 43.976 -.315
部屋は１人が良い 2.62 1.80 55.097 3.998**
１人で暮らしたい 2.45 1.85 51.701 2.647*













































住むのにもっと良い地域はない 1.91 1.85 42.331 .295
休みの日にすることは楽しい 2.83 2.66 57.982 1.366
休みの日にすることがある 2.29 2.33 46.240 -.180
休みの日は今のままで良い 19.5 17.2 45.666 1.028
友だちがいる 2.82 2.55 54.978 1.631
友だちは今のままで良い 1.91 1.68 44.270 .948
もっと友だちのできるところはない 1.83 1.72 42.135 .523
友だちと会うことができる 2.58 2.55 46.133 .152
支援者のことが好き 2.79 2.74 49.355 .363
診療所で診てもらうのが好き 2.45 2.52 46.893 -.325
洗濯をしてもらうのが好き 1.66 2.52 41.898 -4.065**
バスや車に乗って出かけるのが好き 2.75 2.83 39.234 .568
お店に行くのが好き 2.66 2.88 27.119 -2.047*
クラブ活動が好き 2.54 2.58 43.148 -.217
仕事が好き 2.83 2.88 53.195 .417
サービスを利用するのが好き 2.70 2.77 41.549 -.415
住む場所での約束事が好き 2.79 2.57 56.017 1.451
他の約束事が好き 2.75 2.55 51.071 1.3611
今の場所に住むのが好き 2.54 2.77 54.167 .097




















































・L.W.Heal et al(1985)　The lifestyle Satisfaction Scale
(LSS):Assessing Individuals' Satisfaction with Resi-
dence, Community Setting, and Associated Services.



























デル事業」(以下、モデル事業) は 2001年から 5年間
取り組まれた。成果は、2005年の障害者雇用促進法
改正ではジョブコーチ支援事業に、さらに障害者自
立支援法に位置づき、都道府県の広域・専門的支援
事業「高次脳機能障害支援普及事業」として、2006
年10月の法全面施行で開始された段階にある。一方
で、本研究時において支援拠点設置は20都道府県程
度に留まる。各自治体でどのような支援システムを
築けるかが注視された段階にある。ところが、「高
次脳機能障害」に関する研究は、医学・リハビリ
テーション分野が圧倒する。かつて、先駆的役割を
果たしたソーシャルワーク研究は、現在でも実践報
告を含め専門分野の一部に限られる。地域支援が焦
点でありながら、「高次脳機能障害者」に対応する
一般のソーシャルワーカーのアプローチに関する評
価や研究は少ない。本研究の意義はここにある。
２ このことについてベンクト・ニィリエは、地域社会に住むこ
とがそのまま地域に統合されているということではなく、そ
の生活が地域のノーマルな生活にどの程度まで近づけるかが
必要だということを指摘している (中園，1996)。
